
代理店様向け製品紹介資料



オシロスコープ大手のエントリークラ
ス参戦のきっかけとなった、
TBS1000シリーズ。機能・仕様面で
はすでに他社に見劣りしてきたが、圧
倒的なブランド力が武器。

DSOX1000のマイナーチェンジ、
ジェネレータ追加オプションなど、テ
クトロニクスより高機能性を打ち出し
たエントリークラス

1000シリーズは2chのみだが、MSO
や最高300MHzのラインナップ。
2000シリーズが業界最高の10bit高分
解能と高機能さが他社を圧倒。

中国メーカーでは最強のラインナップ
をそろえ、DSO1000Zは戦略的な高
いコストパフォーマンスで入札案件な
どに登場。

基本仕様だけだとこの価格で！？と驚
きの中国新興メーカーのオウオ。スー
パーエコノミーとうたうSDS1000は
Amazonで２万円台で販売中、、、

数少ない日本国産オシロスコープを用
意する岩通さん。高分解能・ロングメ
モリなどのトレンドを重視。

2ch/4chでエントリークラスを用意しているメーカーが意外と少ない中、アカデ
ミックターゲットから機械系（4ch/低周波数）も網羅。中でもMDOシリーズは基礎
実習から応用実習を見越したうえで、企業向けのアプリケーションも豊富。



チャンネル数 2ch/4ch 2ch/4ch 2ch/4ch 4chのみ

周波数帯域 50/70/100MHz 70/100/200MHz 70/100/200MHz 100/200MHz

サンプリング速度 最高1GS/s

チャンネルメモリ 全チャンネル 10M

波形更新レート 最高50,000波形/秒 最高120,000波形/秒

画面サイズ 7inch 8inch

セグメントメモリ機能 オプション（＋10,000円） 標準

シリアルバス解析 オプション（＋10,000円） 標準

サーチトリガ機能 オプション（＋10,000円） 標準

データログ機能 フリーダウンロード 標準

デジタルフィルタ機能 フリーダウンロード 標準

マスク機能 対応不可 対応不可 標準

FRA機能 対応不可 対応不可 フリーダウンロード

インタフェース
USB（ホスト・デバイス）、

LAN（4chモデルのみ）
USB（ホスト・デバイス）、

LAN
USB（ホスト・デバイス）、LAN



電気基礎実習や工程用モニタとしては2chでの低コストの需要は多いですが、応用的な実習やメカトロニク
スなどでは4chやロングメモリが重要になります。また、大手も含めてエントリークラスで疎かになりがち
な波形品位。これまでのエントリークラスではなかった、低ノイズ性能が、使用者をきっと満足させます。

DCS-1000Bでオプション設定された機能がすべて搭載されていて、応用的な解析用途で使用される、シリ
アルバスデコード・トリガやセグメントメモリ機能などがすべて標準で使用することができます。低ノイズ
かつ高速波形描写、豊富な解析機能が、さまざまな計測シーンで満足いただけます。

2chの任意信号発生器、FFT解析がスペクトラムアナライザと呼べるU/Iを装備し、EXモデルには電源と
DMMまで搭載。これまでのオシロスコープにはない、さまざまなハードウェア、ソフトウェアの統合が、
独自のアプリケーションで威力を発揮します。



44,900 79,800～ 116,000～ 98,500～ 123,500～ 184,000～ 175,000～

学習実験用や工程のモニタ用として、
シンプルなDSO

エントリークラスながら上位モデルの機
能も拡張可能な高いコストパフォーマン
スDSO

ラボユースから工程用にも必要な機能
を盛り込み、多くの機能拡張も可能な
DSO

多くの機能を標準搭載し、小型軽量、
高いコストパフォーマンスの新スタンダー
ドDSO

DCS-2000Eにスペアナ機能、2ch信
号発生器を追加したﾐｯｸｽﾄﾞﾄﾞﾒｲﾝ
DSO

定電圧電源を2ch、DMMまで内蔵し
たまさに「持ち運べる実験室」

500MHz・4chで380,000円を実現し
た高いコストパフォーマンスのミドルクラス
DSO

250MS/s 1GS/s 2GS/s 1GS/s 1GS/s 1GS/s 5GS/s

50MHz 50/70/100MHz 70/100/200MHz 70/100/200MHz 70/100/200MHz 70/100/200MHz 150/250/350/500MHz

2ch 2ch/4ch 2ch/4ch 2ch/4ch 2ch/4ch 2ch/4ch 2ch/4ch

4K 10M 2M 10M 10M 10M 25K

NA 50,000波形/s 80,000波形/s 120,000波形/s 120,000波形/s 120,000波形/s NA

5.7” LCD QVGA 7”LCD WVGA 8”LCD SVGA 8”LCD WVGA 8”LCD WVGA 8”LCD WVGA 8”LCD SVGA

1MΩ 1MΩ 1MΩ 1MΩ 1MΩ 1MΩ 50Ω/75Ω/1MΩ切替可

19項目 38項目 36項目 38項目 38項目 38項目 28項目

Opt. I2C,UART,SPI,

CAN,LIN
I2C,UART,SPI,CAN,LIN I2C,UART,SPI,CAN,LIN I2C,UART,SPI,CAN,LIN I2C,UART,SPI,CAN,LIN Opt. I2C,UART,SPI

〇 〇

Opt. 2ch 2ch

14bit 16K 14bit 16K

3 1/2桁DMM

5V/1A定電圧×2ch

Opt.（8ch/16ch）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

4chモデルのみ Opt. 〇 〇 〇 〇

Opt. Opt.

Opt. 〇
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スDSO

ラボユースから工程用にも必要な機能
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た高いコストパフォーマンスのミドルクラス
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250MS/s 1GS/s 2GS/s 1GS/s 1GS/s 1GS/s 5GS/s

50MHz 50/70/100MHz 70/100/200MHz 70/100/200MHz 70/100/200MHz 70/100/200MHz 150/250/350/500MHz

2ch 2ch/4ch 2ch/4ch 2ch/4ch 2ch/4ch 2ch/4ch 2ch/4ch
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19項目 38項目 36項目 38項目 38項目 38項目 28項目

Opt. I2C,UART,SPI,

CAN,LIN
I2C,UART,SPI,CAN,LIN I2C,UART,SPI,CAN,LIN I2C,UART,SPI,CAN,LIN I2C,UART,SPI,CAN,LIN Opt. I2C,UART,SPI

Opt.（最大29,000波形） 最大2048波形 最大29,000波形 最大29,000波形 最大29,000波形

Opt. 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

ハイパス/ローパス ー ハイパス/ローパス ハイパス/ローパス/バンドパス ハイパス/ローパス/バンドパス

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

Opt.

〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

310×142×140 384×208×127.3 380×220×145 384×208×127.3 384×208×127.3 384×208×127.3 400×221×120.5

約2.5kg 約2.8kg 約4.2kg 約2.8kg 約3kg 約3kg 約4kg





高速波形更新機能は、トリガにかかっていない状態や、トリガがかかっていても頻度の少ない状態で変化する低頻度信
号を256諧調の輝度情報としてデジタルオシロスコープで表現することができます。まさにアナログオシロスコープに
近い波形表現ができるデジタルオシロスコープです。



アナログオシロで見えていた「にじみ」や「ちらつき」、「輝線の太さ）は電気信号の本質を判断するのに非常に重要
でした。しかし、低価格だったからという理由だけで、波形更新レートの低く、メモリの小さいデジタルオシロスコー
プに替えることで、大きな失敗していまう事例が絶えません。



同クラスの競合他社シリーズ（2000クラス）との波形更新速度の比較

メーカー シリーズ名称 最高波形更新速度

DCS-2000E/MDO-2000E 120,000波形/s

GDS-2000A 80,000波形/s

DSOX2000A 200,000波形/s

MSO/DPO2000B 5,000波形/s

TBS2000 512波形/s（？）

TDS2000C 200波形/s

DS-5400A 不明

DS-5400 不明

DLM2000 約20,000波形/s

DS2000A 50,000波形/s

RTB2000 50,000波形/s

T3DSO2000 140,000波形/s





メモリの大きさのメリットは実際に使用される領域でも高速サンプリングを維持できること。サンプリング速度が速い
モデルでもメモリが小さかったら、ナノ秒オーダーの観測でしかメリットを受けられません。
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微小な信号を観測しようとするほど、オシロスコープ本体が発するノイズの影響を受けてしまいます。この部分は定格
に記載されない「品位」のような部分ですが、DCS-1000B/2000E、MDO-2000Eはコストに妥協せず、しっかりと
ユーザーに満足いただける品位に仕上げました。





エントリークラスはもともとメモリが少なく、FFTの様な高速演算を必要とする機能にも大したメモリを割り当てるこ
とができませんでした。しかし、DCS-2000Eは最大1MのメモリをFFT演算に使用できる、数少ないエントリークラス
オシロスコープです。



さらに最新の2000シリーズファミリーに、MDOシリーズが追加。これまでのFFT機能とは一線を画した専用FFT解析回
路を搭載し、高速かつスペクトラムアナライザ同様のU/Iによる周波数解析が可能に。





DCS-2000Eはシリアルバス解析機能が標準装備。DCS-1000Bシリーズでも10,000円のオプション設定。車載電装品
メーカーへのCANバスモニターとしても威力を発揮。

型名
CANデコードに
必要なオプション 価格

DCS-1054B DS1B-BUS 89,800円

DCS-1072B DS1B-BUS 89,800円

DCS-2072E 標準 98,500円

MDO-2072EG 標準 123,500円

DSOX1102A DSOX1AUTO 102,294円

DPO2002B DPO2AUTO 253,600円

R&S®RTC1002 標準 109,000円

T3DSO1102 標準 90,000円

MSO-1072Z 標準 108,000円



車載ECU同士の共通言語であるCAN（デジタル通信）とセンサーやモーター、電流などのアナログ信号を同一時間軸で
観測することができます。





20MHzの帯域制限（アナログフィル
タ）は安価なオシロで多く搭載されてい
ますが、100MHzの帯域制限が搭載され
ているのは、高価なモデルばかり！

DCS-2000E/MDO-2000Eの200MHzモデルは20MHz以外に100MHzのアナログフィルタを装備。産業用スイッチング
電源のリップルノイズ評価において必要な、20MHzと100MHzの帯域制限（アナログフィルタ）が使用できることから、
リップルノイズメータとして導入した実績があります。



リアルタイムに演算するデジタルフィルタにより、高周波や低周波を任意の周波数で切り分けることも可能。また、デ
ジタルフィルタを使用した状態で、FFTを含む多くの機能を併用することもできます。





データログ機能は、トリガがかかるたびに波形を保存するというシンプルな機能。長時間の中で発生する複数の事例を
すべてとらえることができます。主にノイズ監視などで導入事例が多くあります。

商用電源から回り込む高周波ノイズの特定のため、電源波形を
差動プローブを使用し、オシロスコープで観測。
トリガ感度を低周波除去し、高周波ノイズが観測されるたびに
トリガがかかり、波形を保存し続けます。



特定の走行状況での各ECUの動作やセンサの挙動などもCANのデコードデータをトリガにすべて保存することができま
す。

CANデータをトリガ条件にし、「アイドリングストップ」によ
るCANデータがネットワーク上に出るたびに、バッテリーの電
圧や電流出力、ECUの挙動などを都度保存することができます。





MDOシリーズは、信号発生器を装備していることから、自身で信号を制御し、本来の信号とユーザー製品を通した後の
信号の応答（違い）をオシロスコープの入力で観測できます。これは構造的にはFRAやネットワークアナライザといっ
た製品と同じ原理です。





何と言っても資産にならない20万円以下は社
内決済も比較的容易！「20万円以下でいいオ
シロスコープない？」そんなご要望にはテク
シオのDCS-2000Eがうってつけ！

車載ネットーワクの代表でもあるCAN/LINは
もちろん、内部コントローラで使用できる
UARTやI2C、SPIにも対応しており、シリア
ルバスのモニタとしても解析ツールとしても
利用可能。

約10年前、横河電機のDL-1620
（200MHz/4chが約70万円～）が
・10Mロングメモリ
・CANバスのデコード/トリガ
・数種の周波数フィルタを搭載
で市場を席捲。それが20万円以下で買える時
代に！



100MHzの帯域制限をもつオシロスコープは
ミドルレンジとよばれる500MHzクラス以上
のモデルばかりでした。しかしDCS-2000E
の200MHzモデルは100MHzの帯域制限を持
ち、某社のリップルノイズメータ同様の評価
が可能です。

最大1MメモリをFFT演算することが可能。ス
イッチング周波数を含む高調波成分をリスト
で一括表示が可能。
スイッチング電源内部のフィルタ回路の設計
にも、スペアナを持ち出すことなく、測定が
できます。

高速演算による安定したフィルタリング機能
で、リップルとスイッチングノイズを分離し
て、観測測定が可能。



これまで安価なデジタルオシロスコープでは
表現できなかったジッタやランダムノイズを、
高速波形更新機能により表現することができ、
設計はもちろん製造工程におけるシステムへ
の組み込みが、低コストで可能になりました。

FFTに使用するメモリ設定を変更することで、
周波数の変移を確認したり、安定した回転状
態の周波数成分を確認したりすることで、不
具合検出の早期発見を行うことができます。

モータードライバ内部のシリアルバスでトリ
ガをかけることで、バスによる指令から動作、
トルク制御などのデバッグが、デジタル＋ア
ナログで低コストに観測することができます。

モーターなどの機械系デバイスは、高速な信
号の観測より、マイクロ秒オーダーからミリ
秒オーダーの、比較的遅い時間の中で長い時
間の波形観測能力が求められます。



メカトロニクスのユーザーは電気的な分析が
主ではありませんが、なるべく多いチャンネ
ル数のニーズがあります。DCS-2004Eや兄
弟モデルのDCS-1004Bなど、低コストな4ch
モデルは非常にマッチしたラインナップとな
ります。

メカトロニクスでは、主にモーター制御がメ
インとなり、モータードライバ（電源）の制
御にかかわる部分までオシロスコープで解析
します。周波数は100MHz程度まであれば十
分なケースが多いですが、FFTに求める機能
性は重要です。信号発生器付きのMDOシリー
ズも是非提案下さい。

モーターなどの機械系デバイスは、高速な信
号の観測より、マイクロ秒オーダーからミリ
秒オーダーの、比較的遅い時間の中で長い時
間の波形観測能力が求められます。



DCS-2000Eはアナログオシロのリアルな波
形表現が可能かつ、アナログオシロに近い価
格設定。兄弟機種の、DCS-1000Bシリーズ
と一緒に是非PR下さい。
ケンウッドのアナログオシロの代替には、今
一番紹介したいデジタルオシロスコープ。

学生に変調波形や高調波といった周波数解析
の学習を行うのに、スペクトラムアナライザ
では高価なうえ、過大電力の入力による故障
を招きかねません。特にMDOシリーズであれ
ば、周波数解析理論を学習でき、FRA機能に
よりフィルタの特性評価までおこなうことが
できます。

学生用オシロスコープとして要求の高い、
Auto Setupの無効化も対応可能です。



DCS-2000Eは多くの自動測定が可能な上、
Math波形は微積分を含めた多種の演算にも対
応。高速処理と多彩な演算は様々な電気的な
試験システムへの組み込みにも威力を発揮し
ます。

長時間連続監視はロガーの領域ですが、断続
的な高速信号の長時間監視はDCS-2000Eの
データログ機能やセグメントメモリで解決。
データログ機能は、定期的にサーバーに画像
や波形データを転送し、装置稼動状態のモニ
タリングなどにも応用することができます。

パソコンやPLCとも親和性の高いLANインタ
フェースを標準搭載。遠隔でのコントロール
にも威力を発揮します。

※USBも標準装備
※DCS-1000Bの2chモデルはLAN非搭載


